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既習事項が引き出す観察者の 多様な考えを探る

一 ロ ウソクの 燃焼にお ける調査結果をもとに
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1　 はじめに

以下の 問い は ， ある中学校で 採用されて い る問題

集の 中の
一
澗である。

問 二 酸1ヒ炭素
・
酉籘 ・水素

・
アン モ ； アの 気体に つ い て正 しい もの を選ぺ。

ア）繙 の火を入れると，線香の火が激しく燃える．

イ〉 線香の 火を入 ねる と，線香の火が 消える。

ウ） マ ッチ の 火を近づけると，ポンと音がして気体が燃i る。

　この 問題集では，正解を，ア）酸素 イ）二酸化炭

素とアン モ ニ ア，ウ）水素として い る。もの の燃え方

や気体の 性質に関する学習で は，イ）の 説明に見ら

れるようにあたか も二酸化炭素が消火 作用をもつ よ

うに教えられ て い る側面があり，それが 子どもたち

の誤っ た考えを導い て い る
一

因になっ て い る可能

性がある。 そ こで本研究は，既習事項が引き出す多

様な考えを探るため，中学生と大学生に対して 「ロ ウ

ソクの 燃焼」に関する調査を行っ た 。

2　研究の 目的

本研究では，「ロ ウソクの 燃焼」に関する学習内容

に対する解答を分析することにより，中学生 ・大学生

の 考え方の特徴を探ることを目的とする。

3　研究の方法

　中学生と大学生に対して ， 質問紙法による調査を

行う。

4 　調査

　○調査 日時　 2004年 5月 （対象 ：理系大学生）

　　　　　　　2004年 11月 （対象 ：中学生）

○調徹 橡 　 S 大学教育学部の 学生 38名

　　　　　　 埼玉県 M 中学校 1年生 31名

　○調査内容 ロ ウソクの燃焼に関しての 演示実験

　　を行い
， 課題に対して応答させ た。

課題 1 集気びん に火の っ い たロウソクを入れ，ふ たをすると

　　 火 が消える理由を問う課題、
選 択 肢 （対 大 学 生 ）

ア ）び ん の 中 の 空 気 が なくな った か ら。
イ ）び ん の 中 の 酸 素 が なくなった か ら．
ウ）び ん の 中 が 二 酸 化 炭 素 で い っ ぱ い に な っ た か ら。
エ 1び ん の 中 の 酸 素 が 減 っ たか ら。
オ ）び ん の 中 の 酸 素 が 減 り，二 酸 化 炭 素 が 増 え た か ら。

選 択 肢 （対 中 学 生 ）

  集 気 び ん の 中 の 空 気 がな くな っ た か ら。
  集 気 び ん の 中 の 酸 素 が す べ てな くな った か ら。
  集 気 びん の 中 が 二 酸 化 炭 素 で い っ ぱ い に な っ た か ら。
  集 気 び ん の 中 の 酸 素 が 減ったか ら。
  集 気 びん の 中 に 二 酸 化 炭 素 が 増 え た か ら e

  集 気 びん の 中 の 酸 素 が減 り，二 酸 化 炭 素 が 増 えたか 曳

課題2 一
度ロ ウソクを燃焼させたびん に再び火の っ い た m ウ

　　 ソクを入 れ，ふたをするとすぐに 火が消える理 由を問う

　　 課是氈（麕 尺月支は 1と「司じ）

課題 1と課題 2に対する回答
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　 　 　 　 選択肢

　 　 図1 大学生の 結果

　○調査結果

　課題 1 では火が消えた原因が 「酸素」にあると考え

てい る大学些が多い ことがわかる。

一方，中学生の ほ

とんどが ，ロ ウソクの 火が消える理由として 二酸 1匕炭
素を原因として い ることがわかり，

二酸化炭素に消火

作用があると考えて い ることがわかる。また，課題 2か

らも，二酸化炭素に消火作用があると考えてい る人や ，

酸素がなくならない と火は消えない と考えて い る人が

多い といえる。

5　おわ りに

　課題 1・2から，中学生と大学生の解答で は，大きく

異なることが確認できた。中学生は既習事項の 影響を

その まま受けて い るの で 多くの生徒が同じ解答をした

と推察できる。
一
方で ， 理系の大学生は既習事項だけ

ではなく， 既習後の さまざまな経験によっ て解答にば

らつ きがで て い ると考えられる。今後は，高校生に対

する調査等を行い ，継年的な変化を探っ て い きたい 。
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